














































3 . これま でをふりかえっ て
平成 5 年3月の第1 回合同作業 部会では，観測計
画について話し合っ た。こちらは，チベット高原の









図 l 積雪 ・凍土の自動観測装置の設置地点 （●)と気
象台 (0) 。
L : ラサ，R : シガセ，N : ナチュ。
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その後，日本からの観測装置の発送を慌ただしく












































れた（写真1 )。 我々 の観測点は，広大なチベット
高原（チベット自治 区 とその北の青海省にまたがる）
































































図2 は平成7年 1月から 2月にかけてナチュで観
測された積雪重量（上 段）とルーチン観測で得られ
た積雪深 （下段）である。ナチュでは降雪の頻度は








写真 3 中国側担当者によ る点検作業。
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ナチュにおける93/9 4冬期と9 4/ 95冬期のルー チ
ンデータや，気象研究所の観測データなどから，凍
土の形成過程における土壌の熱収支的解析を行った
ところ，冬期といえども日射が強いために，正味放
射は正，すなわち地面が放射熱を獲得するセンスで，
土壌の冷却と凍土の形成は，地表面が失う顕熱と蒸
発の潜熱によっていることがわかった。土壌の水分
が氷になるときに解放される潜熱は，冬期間の土壌
の冷却をかなり緩和する作用をしていることもわか
った。
6 . おわりに
この研究のように海外に現場を持つ観測的研究を
共同で実施するには，相互の意志疎通から物資の輸
送，さらには高山病の心配まで，いろいろな困難を
伴う。今後，雪氷研究の分野でもますます海外での
共同研究の機会が増えるのであろうが，この研究で
の経験を生かしていきたいと思うとともに，制度的
にも海外へ気楽に出かけ，身軽に活動できるように
なればと願っている次第である。
最後に，中国出張や中国の研究者の招聘に際して
は，管理部企画課，庶務課，会計課のお世話になっ
ている。この場を借りてお礼申し上げます。
（新庄雪氷防災研究支所 佐藤 威）
山地積雪観測網と95/96冬 期の積雪深分布
1 . はじめに
低標高域における積雪については，アメダスや雪
氷防災に係わる機関等によって多数の地点で観測が
行われている。しかしながら，標高の高い地域にお
いては，観測の困難さや住民生活に直接影響しない
こと等から，全国的な観測はこれまで実施されなか
った。山地の雪は，冬期間は殆ど融解することなく
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